
風 呂 敷 に つ い て

奥 平 志づ江

原 ますみ

1.は じ め に

日常何気な く使われている風呂敷は,実 に重宝な ものである。一枚の四角い布に過ぎ

ないが,包 み方,結 び方:中 味に したがってその姿を変えるばかりか,包 んだ人の人柄

まで伺い知れ る。その理由は薄い真四角の平面的な単純構造にある。中が空でも一定の

形を保 っている鞄に比べると,風 呂敷は図柄の美 しさと豊かな表情を持っており,軽 く

てたためば小さくなり,収 納にも便利である。そこで,風 呂敷が何時頃,ど のように使

われたかを,主 として江戸時代について,そ の語源 も併せて調べてみることにした。

2.時 代 と風呂敷

(1)奈 良時代
ヒ レ ー ク タイ

領布(女 性の衿か ら肩にかけて裙帯 と共 に正装の時に飾 りとした布)な どをつなぎ合

わせて,舞 楽装束を包んだものが正倉院に残 されている。

② 平安時代

大阪四天王寺宝物の 「扇面古写経下絵」

(図1)を 見ると,衣 類を風呂敷に包んで頭

にのせ運搬している女性が描かれている。こ
ひらケ み ほうふく

の包みを当時平裹,包 袱,衣 包 み といった。

(3),室 町時代

足利義満が建立 した大湯殿に,大 名衆が一

緒に入浴す る時,衣 類 を平包みに して置 き,

湯上が り後その包 みを開 いて,そ の上 に座 し

て衣服 を着用 した といわれ る。

づ

(図1)「 扇面古写経」にみる風呂敷

(4)安 土桃山時代

西本願寺の境内にある飛雲閣は,秀 吉が建てた聚楽第か ら移した ものといわれ,軽 快
ナ ウ ナ

で茶趣味豊かな別荘建築で,そ の一隅には浴室がある。この浴室は今で言 う蒸風呂で,

高貴な方が入る時,身 体が風呂の底に直接触れることを避けるため,床 に四角い布をひ
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い て入浴 したことか ら,風 呂で敷 く布 を 「風 呂敷」 とい うよ うになった。

(5)江 戸時代

天正19年(A.D.1596)伊 勢与市が建 てた銭湯風 呂には,一 般庶民 も入浴す るよ う

にな り,通 貨永楽銭一文で入湯 できたので,銭 湯 と言 うよ うにな った。井原西鶴の 「好

色一 代女」の一部 の 「風 呂女」 「垢 かき女」 「湯女」の詞か ら現在 の トル コ嬢 を連想 し

興 味深い。 この風 呂女が大声で 「入 りに来 る人 の名を,口 ぼや に御ざんせ ん とゆふ。ベ

ベ のぬれ気色,座 を とって,風 呂敷 の うえ になをれば……」 と書かれてい る。 「暗女 は

昼の化物」の項 には,「 其女,木 綿浅黄 のひとえな る脇ふ さぎを着て,手 つ か ら風 呂敷

包み抱へ しが……」 と書 かれ,遊 女が衣包 みと して風 呂敷を使 ってい たことがわかる。

伊東貞丈の 「貞 丈雑記,調 度 の部」 によると 「ふろ しき とは,風 うに入 る時湯殿 に敷

きて湯 よ りあが りた る時,足 をのこふ 物 也 。 物 を包 む布 を縫 ひっつ ける形,か の風 呂

敷 に似 た る故,風 呂敷 といひな らは したる也,近 世の詞 也」 と記 されてい る。宝永年間
ふんどし

(A.D.1704年)の 蒸風 呂では,男 は湯褌,女 は湯文 字を して 入 り,湯 具を包んだ り,

床 に敷 いて湯 あが りの身仕度を し,入 浴後濡 れ物 を持ち帰 るのに,風 呂敷 を用 いた こと

がわか る。式亭三馬 の浮世風 呂の挿 絵 に出 て くる番台風景(図2)で,番 台脇 に掛 けて

あ る もの は,風 呂敷 や手拭であ ろう。貞享末年(A.D.1687年)に 刊行 された 「女用
きんもう ず い

訓蒙図彙の湯殿具(図3),に は蜘蛛絞りの浴衣や,剣 花菱家紋染抜きの風呂敷が見られ

る。これは他人の物 と区別す るために,家 紋や屋号を染め抜いたものである。

元和2年(A.D.1616年)徳 川家康が病死し,遺 品を御三家に形見分けをした時の

尾張家の記録 「駿府御分家御道具帳」には,「 小倉木綿風呂敷 壱」と載 っている。こ

の頃には,風 呂敷の材質も麻か ら綿に変 り,色 や模様も派手になってきた。

3.風 呂敷姿 あれ これ

江戸中期 には,大 小 さまざまな風 呂

敷 を背負 って 歩 く呉服屋,小 間物屋,

十露盤直 し,白 粉 売 り,は みがき売 り,

暦売 り,貸 本屋 などの行 商人(図4)

が 多 く見 られ る。元禄3年(A.D.

'1690年)出 版 の 「人倫 訓蒙 図彙」

「切 や」(図5)に 描がかれている四

角い文様 帛 も風 呂敷で ある。 旅人に と

って風呂敷 が必需品で あ った ことは,
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(図3)湯 殿 具

浮世絵や風俗絵 を見て知 るこ とがで きる。

(図6-1)(図6尸2)

また江戸期 には,火 災 に備 えて夜具な ど

を大風 呂敷に包み(図7),寝 る時 には風

呂敷を広げ,そ の上 に夜具 をひいていた よ
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うで ある。風 呂敷 の大き さに も五 巾

物か ら三 巾物 まで種 々あ った。

(一 巾とは並 巾36㎝ 位で あ る。)

4.商 標風呂敷

上方商人 ・大丸百貨店の租である

下村彦右衛門が江戸に店を開 くには,

先ず宣伝からと思いたち,「 大丸」

の商標を中央に染め抜いた萌木色の

大 きな風呂敷を大量に用意 し,こ の

風 呂敷に呉服などを入れて,東 海道

(図6-2)岐 岨 街道 鴻巣吹上富士遠望
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(図7)火 事 場 の 風 景

を上下 した。 これが,街 道す じの人々や,旅 人 の 目に とまり,宣 伝効果が上 がり,江 戸

で も商売が繁昌 した。 それ以後,家 紋,社 名 な どを染 め抜いた ものが,贈 答用 として用

い られて いる。

ふ くさ

5.帛 紗

帛紗は風 呂敷 の一種で,主 に小物 を包 み,覆 うこ とに用い られ,古 くは 「服茶」の字

をあてた。 茶の湯 に用 いる帛茶 は,絹 布 を二枚仕立て にした もので,以 前 はr紗 」

「服 紗」 と書 いたが,r現 在 は帛紗 と書 き次 の種類 に分類 されてい る。

(1)掛 帛紗(重 掛 ともい う)

大 巾60㎝,丈70㎝

中 巾38㎝,丈42㎝

小 巾33㎝,丈35㎝

② 目録 帛紗(金 子 などの進物 にか ける)

巾18㎝,丈20㎝
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f3)包 み帛紗

大巾物,中 巾物,小 巾物がある。.

(4)茶 帛紗

大帛紗は30㎝正方

小帛紗は26㎝正方

この外に出し帛紗があり,流 儀により大きさも異なる。掛帛紗には定紋,鶴 亀,松 竹

梅等の模様を染めたものや,刺 しゅうをほどこした帛紗が祝儀用として用いられる。不

祝儀としては,紫,'紺 色など地味な色 の無地物が使われている。

6.油 単

祝風 呂敷 と して,嫁 入 りす る時,箪 笥や長持 ちなどに掛 ける大 きな布 を油単(図8-

1)(図8-2)と 言 い,現 在で もこれを

用 いてい る家庭 があ る。

油単 は主に厚手の木綿地で作 られ,藍

染 めが一般 的である。油単 の図柄 には,

定紋入 りの ものや,ギ リシャか、ら伝 わ っ

た写実 的な忍冬唐草模様や,イ ン ド,中

国か ら伝 わった抽象 的唐草模様 などがあ

る。(図9)

(図9)唐 草紋入風 呂敷
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7.風 呂敷の仕立方

風呂敷は普通一枚の布であるが,昔 は重い

荷物を包み持ったので,刺 子風呂敷 とか,中

央に当布をつけた風呂敷(図10)や,結 び目

を強 くするため,四 つ角の裏に,布 を当てて

仕立てたものが多かった。

8.お わ りに

風呂敷の便利さと歴史に惹かれて,そ れに

まつわる雑多な風物,記 録をあさっているう

ちに,そ の主な用途である包装,運 搬の機能

では,西 洋からもたらされた鞄に勝るのでは

ないかという錯覚に捕われ,比 較,検 討 した結果,行 き着 くところは本質的な文化の差

異であり,そ の機能,用 途だけで優劣を判断 して未来を予測することの誤りに気付いた。

風 呂敷は本来 うす くて柔 らかい真四角の布で,簡 単 な構造で あるため,そ の大き

さ,生 地,図 柄 を利用 した使い方 によ って,そ の用途 も 「風 呂敷 を広げる」表現

の如 く限 りな くひろがる ものであ るが,鞄 は物 を入れて運ぶ ための密閉 した固い

携帯容器であ り,そ の構造 は複雑で,大 きさ,形 と共 に用途 も当然限 られている。

この中間的な機能 を備 えた ものが手 提袋であ る。風 呂敷の良 さは,物 を運ぶ時よ

りも,小 さくたたんでしまえることで,大 きさ,形 が限定 されないフ レキシビリティ

(柔軟性)で ある。それ故に不規則,不 揃いの固い重量物や,破 損 し易い物を入れて運

ぶには鞄の方が遥かに優れていることは明 らかである。言い換えれば,鞄 のよさは限 ら

れた機能,用 途の上での実用性と固さであり,風 呂敷のそれは 「広げられる」 「たため

る」 「敷 く」 「覆 う」 「被る」 「結ぶ」 「提げる」 「肩にかける」等々の機能と,大 き

さ,生 地,図 柄を生かした多用性 とその柔かさにある。また観点を変えると,物 も人と

同様,固 有の長所,短 所があり,裏 返せばその逆 になることであり,長 所だけを伸ばし

て利用することに活路を見出す ことが,物 を包み運ぶことだけの用途で,比 較すること

より遥かに有意義であることに気付いた。 しか し,風 呂敷 と鞄の比較か ら辿 りっいた重

要 な結論は,両 者がそれぞれの風土,文 化と密着適応 し,風 俗生活様式の中で育 って来

た もので,そ の特性はそのまま日本 と西洋文化の特質,差 異を象徴 していることである。

主観的な見方ではあるが,風 呂敷の柔かさ,美 しさ,融 通性は日本文化の特徴を,鞄 の
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固さ,実 用性,密 閉性は西洋文化の特質を,手 提袋の中間性は両文化の混在 した現代の

生活様式を集約 しているような感 じがする。そのため,別 々の環境条件の中で育 って来

た両者と生活様式や他の服飾品との組み合わせを取り違えると体裁が悪 くなるとい う問

題が残 る。実用性が強調 される住居や人間活動の場は別 として,和 服に靴と鞄という取

り合わせはチグバグで様にならないからである。この様に考えると,風 呂敷の未来はむ

しろ,実 用性より,生 活様式,風 俗,伝 統 と密着 して,そ の柔かさと,図 柄模様の特異

性,優 美さを生か し,着 物その他の服飾品と調和 しながら,同 じ道を辿っていくことで

あろう。
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